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クオリティの大幅改善 保険料等収入が前年同期比３．７％の増加

４４６億円
（前年同期比△２．３％）

保有契約年換算保険料

１兆７，５４１億円
（前年度末比△１．６％）

新契約年換算保険料

☆年換算保険料の減少率が縮減
☆年換算保険料は、ほぼ前年同水準を確保

-１- 明治安田生命保険相互会社

＜参考＞平成１８年度上半期
４５７億円（前年同期比△８．７％）

＜参考＞平成１８年度上半期末
１兆８，０３６億円（前年度末比△１．９％）

総合継続率（４回目・７回目・１３回目）
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明治安田再生プログラム
の策定・実行（Ｈ１８．１）
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１３回目継続率

☆明治安田再生プログラム以降の
ご契約の継続状況は、着実に改善

☆１３回目総合継続率は、前年同期比
８．０ポイントの大幅改善



解約・失効高

解約・失効率

１兆３，３７９億円

（前年同期比３．７％増）
うち個人保険・個人年金保険料７，４９０億円（前年同期比△１．８％）

うち団体保険・団体年金保険料５，６３１億円（前年同期比１２．７％増）

保険料等収入
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-２- 明治安田生命保険相互会社

個人保険・個人年金保険の
前年同水準への回復等により

保険料等収入が
前年同期に比べ増加
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明治安田再生プログラムの
策定・実行（Ｈ１８．１）
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明治安田再生プログラムの
策定・実行（Ｈ１８．１）

☆解約・失効の状況は、大幅に改善
☆特に、失効高については、明治安田再生プログラム
以前の 平成１７年度上半期と比べ大幅に減少

失効
２２，７５２億円

解約
５５，８７８億円

億円

％



安定的な収益力を堅持
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基礎利益２，１５４億円
（前年同期差△４７億円）

逆ざやの推移

明治安田生命保険相互会社

基礎利益は、前年同期と同水準を確保
逆ざやは、運用収支の向上により２３０億円の大幅改善

２，０５８億円
２，２０２億円 ２，１５４億円

６０１億円

６７１億円

△６０１億円２３０億円の改善△３７０億円逆ざや

７１６億円△１９６億円５２０億円費差

２，０８７億円△８２億円２，００４億円危険差

２，２０２億円△４７億円２，１５４億円基礎利益

前年同期差
平成１８年度上半期

平成１９年度上半期

-３-

３７０億円

２３０億円
の大幅改善

億円
億円



財務基盤のさらなる強化に向けて

Ｈ１９上半期 Ｈ１９末 Ｈ２０末 Ｈ２１末

上半期
３，３５０億円

明治安田生命保険相互会社

国際会計基準による保険負債の時価評価導入を先取りするかたちで、平成１９年度より
３年間にわたり、責任準備金の追加積立を実施し、将来の逆ざやの早期解消を図り、財務基
盤の一層の充実に取り組むとともに、お客さまへの安定的な配当還元をめざします。

国際会計基準による保険負債の時価評価導入を先取りするかたちで、平成１９年度より
３年間にわたり、責任準備金の追加積立を実施し、将来の逆ざやの早期解消を図り、財務基
盤の一層の充実に取り組むとともに、お客さまへの安定的な配当還元をめざします。

約６，０００億円

責任準備金の追加積立
平成８年４月１日以前にご契約いただいた個人年金保険を対象に、予定利率２．７５％を用いて責任準備金を計算して生じた差額を、追加責任準備金として
段階的に積み立てます。平成２２年度以降も新たに年金支払を開始するご契約については、年金開始部分につき、年金開始の都度対応します。
平成１９年度上半期においては、 ３，３５０億の積立を実施しました。なお、早期の積立を実現するため、危険準備金から２，７９８億円を充当しています。

-４-

３年間

逆ざやの早期解消

財務基盤の一層の充実への取組み、お客さまへの安定的な配当還元へ財務基盤の一層の充実への取組み、お客さまへの安定的な配当還元へ

早期積立を実現するため、
危険準備金から２，７９８億円を充当
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資産・財務内容において、トップレベルの健全性を堅持
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１９．１％

平成１７年度末

２０．７％２２．２％一般勘定資産に
対する比率

平成１９年度上半期末平成１８年度末

ソルベンシー・マージン比率
１，３５３．０％（前年度末比△１．９ポイント）

実質純資産額 ５兆２，７５６億円
一般勘定資産に対する比率は２０．７％

（前年度末比△１．５ポイント）

-５- 明治安田生命保険相互会社

３，０４５億円外国株式等

１，２６９億円外国公社債

３，４２７億円

２４，７１０億円

５５４億円

土地（注）

株式

公社債

含み損益 ３兆３，０３７億円（一般勘定資産全体）

うち有価証券２兆９，６７２億円
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％

億円



主要業績の概要

１，０８３，２４７億円△０．７％１，０７５，４３１億円団体保険

１，３５７，９７４億円△３．４％１，３１１，６８７億円個人保険・個人年金保険

２，４４１，２２１億円△２．２％２，３８７，１１９億円保有契約高

３，３９４億円△０．３％３，３８５億円うち第三分野

１７，８３５億円△１．６％１７，５４１億円年換算保険料（個人保険・個人年金保険）

前年度末比
平成１８年度末

平成１９年度上半期末

保有契約

２６，６８３億円△１５．９％２２，４３１億円新契約高（個人保険・個人年金保険）

１５７億円△１９．１％１２７億円うち第三分野

４５７億円△２．３％４４６億円年換算保険料（個人保険・個人年金保険）

前年同期比
平成１８年度上半期

平成１９年度上半期

新契約

-６- 明治安田生命保険相互会社

１１，６８０億円７．０％１２，４９３億円保険金等支払金

２，５９３億円△７．７％２，３９５億円うち解約返戻金

１２，８９６億円３．７％１３，３７９億円保険料等収入

前年同期比
平成１８年度上半期

平成１９年度上半期

保険料等収入・保険金等支払金



-７- 明治安田生命保険相互会社

クオリティ項目の概要

９０．４％３．３ポイント９３．７％７回目総合継続率

７８．９％８．０ポイント８６．９％１３回目総合継続率

（注）１．総合継続率は、社内業績数値の契約高ベースにて算出しています。

２．各回次の対象契約は、4回目が平成１８年１１月～平成１９年４月、7回目が平成１８年８月～平成１９年１月､

１３回目が平成１８年３月～平成１８年８月の募集分がベースとなっています。

９６．５％０．３ポイント９６．８％４回目総合継続率

前年同期比
平成１８年度上半期

平成１９年度上半期

総合継続率（個人保険・個人年金保険）

５２３億円△９．５％４７４億円解約・失効年換算保険料

３．８２％△０．３８ポイント３．４４％解約・失効率

５５，４９７億円△１５．９％４６，６９７億円解約・失効高

前年同期比
平成１８年度上半期

平成１９年度上半期

解約・失効の状況（個人保険・個人年金保険）

（注）解約・失効率は前年同期差



健全性に関する指標

１５２億円－１５２億円うち価格変動積立金（注）

１５０億円７５億円２２５億円うち基金償却準備金（注）

４，１００億円－４，１００億円うち基金・基金償却積立金（注）

９，０９５億円△２，３６１億円６，７３４億円うち危険準備金

２，０２３億円３３億円２，０５６億円うち価格変動準備金

１５，９５６億円△２，２１３億円１３，７４３億円内部留保等

前年度末差
平成１８年度末

平成１９年度上半期末

内部留保等

△６０１億円２３０億円の改善△３７０億円逆ざや

７１６億円△１９６億円５２０億円費差

２，０８７億円△８２億円２，００４億円危険差

２，２０２億円△４７億円２，１５４億円基礎利益

前年同期差
平成１８年度上半期

平成１９年度上半期

-８- 明治安田生命保険相互会社

基礎利益

（注）基金償却後、剰余金処分後の数値

－３，３５０億円３，３５０億円責任準備金の追加積立



０．７１％△０．０１ポイント０．７０％貸付残高に対する比率

４５６億円△１６億円４４０億円リスク管理債権額

２２．２％△１．５ポイント２０．７％一般勘定資産に対する比率

５７，６８６億円△４，９３０億円５２，７５６億円実質純資産額

１，３５４．９％△１．９ポイント１，３５３．０％ソルベンシー・マージン比率

前年度末差
平成１８年度末

平成１９年度上半期末

３．平成11年度末（明治生命）および平成12年度末（安田生命）に実施した土地の再評価による「再評価差額」を含めています｡また、借地権を含めています。

２．有価証券には、ＣＤ（譲渡性預金）等、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるものを含めています。

(注)１．時価のある有価証券に加え、時価のない有価証券（外貨建の子会社株式及び関連会社株式等）を為替評価した場合の含み損益相当額を記載しています。

４，３５６億円△９２８億円３，４２７億円うち土地（注３）

３３，２９３億円△３，６２０億円２９，６７２億円うち有価証券（注１、２）

３７，５８４億円△４，５４６億円３３，０３７億円一般勘定資産全体の含み損益

前年度末差
平成１８年度末

平成１９年度上半期末

一般勘定資産全体の含み損益

-９- 明治安田生命保険相互会社

ソルベンシー・マージン比率、実質純資産額、リスク管理債権額

７，４００円程度

７１０ポイント程度

平成１９年度上半期末

７，０００円程度日経平均株価ベース

７００ポイント程度

平成１８年度末

ＴＯＰＩＸベース

(注)１．株価指数と当社ポートフォリオの過去の連動性を用いて算出しています。
２．仮に当社ポートフォリオがTOPIXおよび日経平均株価にフル連動するとした場合は、TOPIX７４０ポイント程度、日経平均７，６００円程度となります。

国内株式含み損益ゼロ水準


